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実 施 概 要 ・ 体 制 図

タ イ ト ル

スポーツ庁委託事業

「大学スポーツ資源を活用した地域振興モデル創出支援事業」

成果報告会

主 催 一般社団法人大学スポーツ協会

開 催 日 時 2023年3月6日（月）10:00~12:00

開 催 会 場 ザ・プリンスパークタワー東京B2F コンベンションホール

実 施 方 法 ハイブリッド（現地・zoomウェビナー）

参 加 人 数 現地：46名・オンライン：225名
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■実施体制図

■実施概要
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会 場 ア ク セ ス ・ 図 面

■会場図面
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プ ロ グ ラ ム ・ 登 壇 者 一 覧
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時間 演 目

10:00 オープニング （司会：白井京子）

10:03 挨拶 （スポーツ庁参事官：田中 一明）

10:09

|

11:40

成果報告

仙台大学 地域の活性化に向けた「部活動地域移行の課題解決」の支援

青山学院大学
これからの社会を担うスポーツ指導者育成システム開発

ーCASプロジェクト―

桜美林大学 ジュニアスポーツ指導者育成事業

環太平洋大学
中学校部活動支援のIPUモデル

―子どものスポーツ権を保障する仕組みの構築―

四国大学 体力Up、地域力Upプロジェクト

国際武道大学 「遊び」要素を取り入れた子ども向けマルチスポーツ指導

愛知東邦大学 初めてのスポーツ体験イベント

八戸学院大学 氷都八戸における次世代育成と食による地域活性化プログラム

福岡大学 スポーツで誰もが、ともに、つながり、はぐくむまちづくり

鹿屋体育大学 市民のウェルビーイングを実現するスポーツ共創モデル事業

びわこ成蹊スポーツ大学生涯にわたるスポーツ習慣・文化を地域に根付かせるモデル事業

神戸国際大学 大学施設を利用した多世代向けパラスポーツ関連ワークショップ

順天堂大学 市民とプロスポーツチームを大学がつなぐ地域振興モデル

11:40 終了挨拶 （一般社団法人大学スポーツ協会会長：福原 紀彦）

11:46 クロージング （司会：白井京子）

大学 氏名 所属 役職

仙台大学 大友 健夫 スポーツ局事務課 スポーツアドミニストレーター

青山学院大学 佐藤 敏彦 社会情報学研究科 特任教授・プロジェクトマネージャー

桜美林大学 山本 正彦 健康福祉学群 専任教授

環太平洋大学 嘉門 良亮 体育学部体育学科 助教

四国大学 平田 英治 大学広報戦略室 スポーツアドミニストレーター

国際武道大学 松井 完太郎 学長

愛知東邦大学 久野 正人 スポーツ・文化振興局 局長

八戸学院大学 堤 静子 地域連携研究センター センター長

福岡大学 乾 真寛 スポーツ科学部 教授

鹿屋体育大学 中垣内 真樹 スポーツ生命科学系 教授

びわこ成蹊スポーツ大学 上原 三恵子 総合企画部 企画広報課 主任

神戸国際大学 櫻井 佑大 学生支援センター 主査

順天堂大学 山田 泰行 スポーツ健康科学部 准教授

■プログラム

■登壇者一覧
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ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 （ n = 1 4 8 ）

Appendix.

年代 度数 ％

10代 1 0.7%

20代 7 4.7%

30代 31 20.9%

40代 37 25.0%

50代 41 27.7%

60代 29 19.6%

70代以上 2 1.4%

全体 148 100.0%

■年代を教えてください。

10代

20代

30代
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50代

60代

70代以上

0% 10% 20% 30%

■あなたの所属について当てはまるものを教えてください。
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発表13大学
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（学生）

競技団体
官公庁

（中央省庁・
地方自治体）

民間企業
・
団体

その他

16.9% 0.7% 66.9% 2.0% 0.7% 3.4% 7.4% 2.0%
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Appendix.

年代 度数 ％

満足 65 43.9%

やや満足 68 45.9%

どちらでもない 15 10.1%

やや不満 0 0.0%

不満 0 0.0%

全体 148 100.0%

■成果報告会の内容について、満足度を教えてください。

満足 やや満足 どちらでもない やや不満 不満

■本日発表した取組の中で、参考になった事例を教えてください。

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

45%

愛知東邦
大学

青山学院
大学

桜美林
大学

鹿屋体育
大学

環太平洋
大学

神戸国際
大学

国際武道
大学

四国大学
順天堂
大学

仙台大学
八戸学院
大学

びわこ成
蹊スポー
ツ大学

福岡大学
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11.5% 31.1% 20.9% 22.3% 24.3% 15.5% 33.8% 17.6% 41.2% 23.0% 13.5% 17.6% 39.2% 6.8%

満足度 89.8％

ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 （ n = 1 4 8 ）
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Appendix.

■本日の成果報告会への感想やご意見があれば、お聞かせください。（1/4)

• 各大学の取組みを知るすばらしい機会をご提供いただき、ありがとうございました

• 短時間でたくさんの発表が聞けてよかった。

• 非常に有意義な成果報告会で勉強になりました。貴重な経験をさせて頂きありがとうございま

した。

• さまざまな事例を同時に伺えて大変参考になりました。

• 様々な取り組みを一度に伺うことができる貴重な機会のご提供をありがとうございました。

• 生の実例を拝聴できて、とても学びの機会を有難うございます。毎度本校としても、どこから

できるのか考えさえられる機会になります。

• 各大学が、創意工夫して社会への還元をしていることは、今後社会を支えていく学生にとって、

大変良い経験の場であると感じました。

• 大変参考になった。今回の支援事業の成果が継続発展することを期待すると共に、その結果の

報告会も開催してもらいたい。

• 各学校の取組が具体的に見えて非常に満足だった。

• 地域の課題に対し、各校ともそれぞれのリソースの他、大学以外の組織との連携状況がわかり

やすくまとまっており参考になりました。 オンライン配信も有難かったので、今後もこの形

式による実施をお願いしたいと思いました。

• 成果が短くわかりやすくまとめられていて、理解しやすかった。

• スポーツを通じての報告会は大変勉強になりました。

• 本学で何ができるかを考える、大変良い機会になりました。 会場で参加することで、多くの

刺激をいただくことができました。

• 事例が沢山あるのは良いのですが、もう少し詳しい内容が知りたい。動画なども見たかった。

• どうしたら横のつながりができるか、既存の組織を有効活用しながら連携できるかなど、参考

になりました。

• 各大学の取組内容をレポートに纏めていただきありがたいです。

• 各大学の取組など、特色を参考にしながら拝聴しました。今後何ができるか、またどのような

方向性かについての情報収集となりました。

• 全国どの大学様も、地域課題に沿って自治体とともに取り組んだ様々なアイディアがあり、大

変参考になりました。様々な専門領域がタッグを組むことで新しいアイディアやモデルの創出

につながると思いますので、今後いろいろな大学や自治体の方とつながりたいと感じました。

• オンラインでも大変聞きやすく、十分に理解できました。いただける資料のPDF等がありまし

たら、大変ありがたいです。

ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 （ n = 1 4 8 ）
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• 大変参考になりました。 貴重な成果報告会を開催いただきまして、ありがとうございました。

• 皆様、大学独自の持ち味を生かしてスポーツに寄与される事業を行われていることを知り、大

変勉強になりました。

• 様々ご準備いただきありがとうございました。地方大学ではありますが、大学資源を活用して

日本のスポーツ界を盛り上げたていきたいと思います。

• 本日の報告会は、大変参考になりました。本学も地域性を活かしてさらに活性させていこうと

思います。

• 他大学の事業への取り組みが非常に参考になった 。

• 各大学様の取り組みについて知ることができ有意義な時間となりました。

• 次年度以降の大学スポーツ振興に関する事業計画に反映させることが出来そうな内容が多々見

られましたので、今後も定期的に情報を提供願えたら幸甚です。

• １大学様ごとの報告時間が短いことが、かえって内容が濃く、多くの事例に触れることができ、

充実した報告会でした。ありがとうございます。

• スポーツを活用した地域振興、地域活性化については行政との連携も不可欠と理解できました。

この事業にさらに参加する大学が増えると、良いと思いますので、事業の拡大をお願いしたい

です。

• 他学の取り組みを知る貴重な時間であった。また部活動移行という共有すべき問題もあるため、

参考事例として定期的に実施してほしい。

• 今回の成果報告では、課題として、地域における指導者不足が多く耳にしました。今後の活動

に本日の成果内容を共有し、今後の大学運営、地域創成に活かしてまいりたいと感じました。

貴重な取り組みを伺う場所をご提供いただき、ありがとうございました。

• たくさんの事例をお聞きして、本学の課題がはっきりしました。 本日発表された大学のよう

に社会貢献の取り組みを実施するにはまだ至りませんが、本学にできることから少しずつ取り

組んでいきたいと思います。

• 実例にふれることができる報告会を開催いただきありがとうございました。

• 事業の組織化が具体化できていない現状において、今後の参考となった。

• 同じような課題のある大学の事例が聞けて、とても参考になりました。

• 今後もこのような各大学の取組を紹介するイベントを開催していただきたいと思います。

• ハイブリットでの開催はとてもありがたいです。今後も同形式の開催を希望します。

• 全国様々な地域で素晴らしい事業を行なっていると改めて感じました。施設、学生数など充実

した大学ならではの取り組みだと思いました。

• 時間の制約もあったと思いますが、現場の様子が伝わってきた点が良かったです。

■本日の成果報告会への感想やご意見があれば、お聞かせください。（2/4)

ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 （ n = 1 4 8 ）
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• 各大学が地域を巻き込んで活動している様子がわかりました。ありがとうございます。

• ぜひともより詳しくお話をお伺いしたい。

• 本学の取り組みを考えるのに参考になった。

• 様々なモデル、プロジェクトとても参考になりました。ありがとうございました。

• 今後もこのような事業が継続されることを希望する。

• 各大学の発表が短い時間で行われ、要点が伝わり良かった。

• 大学での実践の積み重ねが重要であり、またその成果の積み重ねは今後ますます必要になると

思います。是非、継続してこのような機会を設けてほしいと思います。 また、各大学には、

今年度の単発で終わることなく、継続・進化を遂げて欲しいと思います。

• 気軽に参加し見聞きできるいい機会であるとポジティブに受け取った。同じような課題のある

大学の事例が聞けて、とても参考になりました。

• 時間の制約もあったと思いますが、現場の様子が伝わってきた点が良かったです。スライドな

どをもう少し丁寧に拝見したかったので、共有いただけると助かります。

• 全国様々な地域で素晴らしい事業を行なっていると改めて感じました。施設、学生数など充実

した大学ならではの取り組みだと思いました。

• 大学スポーツ振興のために大変よい企画であると思います。ぜひ継続していただければと思い

ます。

■本日の成果報告会への感想やご意見があれば、お聞かせください。（3/4)

ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 （ n = 1 4 8 ）



➢ 今後に向けて

• もっと発表内容を聞きたかったです（時間制限があるため、資料配布はとても良いと思いまし

た）。

• 質疑応答があれば良かったと思います。

• パネルディスカッション等があると更に深掘り出来ると考えます。

• 報告会後に各大学に質問できるブースや、ポスター発表ブースがあると聞きっぱなしにならな

いと思った。

• 短い時間でもっと聞きたいと思いました。 またディスカッションの場があればいいと思いま

した。

• 折角のリアル参加のため、参加者同士の交流機会を作っていただけるとありがたかったです。

• 本日の成果報告の中で、事業に参加された自治体や一般の方(子どもを含む)、学生、指導者な

どの具体的な意見や感想を知ることができたら、もっと良かったと感じました。

• もう少し詳しい内容を聞きたかったので、発表時間の延長や視聴者向けの発表レジメなどがあ

るとありがたい。

• 時間の制約もあるので仕方無いとは思うが、全体的にお話のスピードが速く、内容を詰め込み

過ぎた感があった。

• 大学によっては、かけられる予算や人員、地域課題において様々であると思います。報告報告

内容に費用や人員、所要時間などかかったリソースの報告もあれば、他大学が実行に向けて、

一つの判断材料になると思いました。

• 今後はUNIVASさんが仲介役になって、各大学への問い合わせにもご尽力を頂ければ幸いです。

• 可能であれば、オンライン視聴にも資料を配布していただけると嬉しいです。

• 各大学の取組が大変参考になった。事業そのものの説明が最初にもう少しあったらよかった。

（文科省の公募の意図など。）

• もう少し時間をとって、掘り下げた内容を拝聴したかった。

• もう少し事業内容について詳しく話してほしかったです。時間が短く感じました。

• 短い時間の中での発表となるため致し方ないが、取り組みの効果について分かりにくい大学が

いくつかあったように感じた。

• 報告書を事前に確認できるともっとわかりやすかった。
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■本日の成果報告会への感想やご意見があれば、お聞かせください。（4/4)

ア ン ケ ー ト 集 計 結 果 （ n = 1 4 8 ）
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会 場 の 様 子

Appendix.
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会 場 の 様 子

Appendix.
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会 場 の 様 子

Appendix.
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会 場 の 様 子

Appendix.
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